
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

札幌市職員人材育成基本方針に基づく主な取組（Ｈ２８．８～Ｒ５．３） 

 

人事制度 

 

職員研修 

研修の充実強化 

➢ マネジメント力向上を目的とした課長職３年目研修 （H28～R3）  ➢ 新任課長職を対象にリスクマネジメント研修を実施 （R4）   

➢ 若手職員育成を目的とした採用７年目職員研修 （H30～）、採用５年目職員研修 （R1～） 

➢ 市民感覚を大切にする職員育成を目的とした民間企業等への派遣研修 （H28～、27団体170名（R4：+ 7名）） 

➢ 動画視聴型研修において講師による質問対応等の取組を実施（R3～） 

自己申告・人事評価制度 

➢ 評価者研修の拡充（３年目課長、係長） （H30、R1～）  ➢ 評価基準を具体化した目安・レベル感を公表 （H29～） 

➢ 「能力発揮支援制度」による下位評価者に対する集中的支援を開始 （H29.10～） ➢ 下位区分（調整２）の給与反映開始 （R1～） 

➢ 係長職への目標管理シート導入（R3～） ➢ 希望する係長職への人事評価結果の開示（R3～、希望する一般職への拡大を決定（R4）） 

採用 ➢ 大学生向けインターンシップを実施 （H30、R1） ➢ 人事委員会事務局と連携したインターンシップの実施（R4）  

➢ 福祉コース・保育士区分における年齢要件の上限引上げ（R2）  

➢ 人事課・区で障がいのある会計年度任用職員を任用(R2、全区で任用開始(R3～))  ➢ 受験申込手続きの電子化（R3）  

人事配置 ➢ 職域にとらわれず多様な経験が可能な人事配置を継続  

キャリア形成 ➢ 自己申告書の見直し （H31） ➢ 係長職候補者試験について、より実務に即した内容へと見直し（R4） 

 ➢ 福祉関連部署における人材育成や専門性のある職員の確保のため、一般事務（福祉コース）の育成方針を策定（R4） 

高齢職員の知識・経験の活用  

➢ 再任用職員に対し、高齢層職員として期待される役割等をまとめた資料配布 （R2～) ➢ 65歳までの定年引上げを決定（R４） 

現業職制度 ➢ 動物飼育員の行政職化 （H28）、学歴要件を高校卒から短大・専門卒に緩和 （H30） ➢ 年齢要件を 40歳未満に緩和（R2） 

女性職員の活躍の推進 ➢ 庁内ホームページにて女性役職者のワークスタイル事例を 28件紹介 （H28～） 

➢ 出産・育児による係長試験（１次）免除期間の延長 （H28） 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

働きやすい職場づくり 

仕事と生活の両立、長時間労働対策 

➢ 課長職の意識啓発とマネジメント能力向上を目的とした研修を実施 （H28～） 

➢ 長時間労働是正円卓会議を設置 （H28～H30）、時間外勤務の上限時間制度を導入 （H31） 

➢ 職場内の意識改革を図るため、３つの課を対象に外部専門家によるコンサルティングを実施 （H29） 

➢ 第２次札幌市子育て・女性職員応援プランの策定（R2） 

➢ 庁内ホームぺージにて育児関係制度や男性職員の育児休業体験談の掲載（H26～）、男性育児休業に関するコラムの掲載（R2

～）、市職員の育児休業の取得に関する市長インタビューを掲載(R4)、「職員の働き方ページ」を新設（R４） 

➢ ライフプランセミナーにて育休利用のモデルケースを紹介（R４） 

➢ 子どもが生まれた男性職員及びその所属長に人事当局から休暇休業取得の呼びかけ（H28～R3）、本人・配偶者等の妊娠・出産等

を申し出た職員への育児休業等の制度周知及び取得に係る意向確認制度の導入（R4～） 

➢ 育児休業の取得回数制限の緩和（R4）、産後パパ育休の導入（R4） 

➢ 出生サポート休暇の導入（R4～）、子育て参加休暇の対象期間を拡大（R4） 

➢ 時差出勤の制度導入（R3） ➢ 在宅勤務の制度導入（R3） 

ハラスメント対策  

➢ 要綱を改正し、妊娠や出産等に関するハラスメントの追加やセクシュアル・ハラスメントの対象を明確化 （H29） 

メンタルヘルス   

➢ メンタルヘルス不調の未然防止のため、ストレスチェックを導入し、職場の環境改善等に係る研修を実施 （H28～） 

➢ 新型コロナウイルス感染症関連業務に従事する職員向けに心のコラムを発行（R2）、コロナ禍におけるメンタルヘルスケアについて

庁内ＨＰで情報発信（R2～） 


